
◆ 低所得者の第１号保険料の軽減強化について ◆       資料３ 

 

１  経緯  

 地域における医療及び介護の総合的な確保を推進するための関係

法律の整備等に関する法律（平成 26年法律第 83号）による介護保険

法（平成９年法律第  123号）の改正により、消費税による公費を投

入して低所得者の保険料の軽減強化を行う仕組みを設け、平成 27年

４月から一部実施を行い、令和元年 10月の消費税率 10％への引上げ

に合わせて、更に軽減強化を行っているところです。  

 

２  軽減の割合  

 ⑴  軽減強化の完全実施に係る内容  

ア  第１段階について保険料基準額に対する割合を、  0.375か  

ら  0.3に軽減する。（平成 27年４月から一部実施し、割合  

を  0.5から 0.45に、また令和元年 10月から 0.45から  0.375 

に軽減している）  

  イ  第２段階について保険料基準額に対する割合を、  0.625か  

ら  0.5に軽減する。（令和元年 10月から一部実施し、割合  

を 0.75から  0.625に軽減している）  

    ウ  第３段階について保険料基準額に対する割合を、  0.725か  

ら  0.7に軽減する。（令和元年 10月から一部実施し、割合  

を 0.75から  0.725に軽減している）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑵  令和２年度の対応  

   令和２年度の保険料の軽減強化については、令和元年 10月以降

の消費税率引上げによる財源が満年度化することに伴い完全実施

の軽減幅に設定することになります。  

 

0.3

0.45

4段階

0.9
0.7

1段階
5段階

1.0

6段階

1.2

7段階

1.3

8段階

1.5

9段階

1.7

3段階

0.752段階

0.75

0.5

0.5

0.75

1.0

1.5

1.7

0.3

市民税非課税世帯



 

 

  【第１段階から第３段階までの保険料額】  

保険料 

段階 
対象者 

2018年度 2019年度 2020年度 

掛け

率 

月額 

（年額） 

掛け

率 

月額 

（年額） 

掛け

率 

月額 

（年額） 

第１段階 

生活保護受給者、世帯全

員が市民税非課税で老齢

福祉年金受給者又は本人

の合計所得金額＋課税年

金収入額が80万円以下の

人 

0.45 
2,790 

（33,400） 
0.375 

2,325 

（27,900） 
0.3 

1,860 

（22,300） 

第２段階 

世帯全員が市民税非課税

で本人の合計所得金額＋

課税年金収入額が80万円

超120万円以下の人 

0.75 
4,650 

（55,800） 
0.625 

3,875 

（46,500） 
0.5 

3,100 

（37,200） 

第３段階 

世帯全員が市民税非課税

で本人の合計所得金額＋

課税年金収入額が120万

円超の人 

0.75 
4,650 

（55,800） 
0.725 

4,495 

（53,900） 
0.7 

4,340 

（52,000） 

 

３  今後のスケジュール  

  厚生労働省からの通知では、軽減強化については、令和２年度政  

 府予算編成過程で調整中の事項であり、確定しているものではない  

 と示されています。軽減強化の実施が確定し、介護保険法が改正さ  

 れ次第、西脇市介護保険条例を改正し、軽減後の保険料を定め るこ  

 とになります。  

 


